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●―帯―路
2013年 、習近平がカザフスタンとイ ン ドネ シアで

表明

一帯 =「 シルクロィ ド経済ベル ト」

中国 ―中央 アジアーヨー ロッパ
→元 世界帝国

*19世 紀初頭の 日本の自画像

たとえば会沢正志斎「 新論」

明の減亡 によ り儒教世界の安定的理想像の最

実現国は名実共に日本 となる

極東の地の利を活か して西洋を寄せぬことで

理想状態は持続可能

太平洋に往来のないことが水戸学的世界観の

大前提

が 日ののぼる国 ということはいちばん東

の東から何 ものかが くるのなら

がいちばん東にならない

地球 はまるいとはいえ、人文地理的極東 は

存在する
それが 日の国 =皇国 日本

この笹界観の崩壊を意味 したのが

アメ リカを起動因 とする日本の開国

ユーラシア大陸の極東 世界の果て

に意味な し

↓
米露中のはざまの国に

ユーラシアの陸路 は機能 しない時代が続 く

オスマン帝国
ソヴィエ ト連邦

中華人民共和国

東西冷戦

海洋国家が漁夫の利を得つづける

イギ リス
日本
アメ リカ

しか し、冷戦の終わ り

中露関係改善
ユーランア大陸の陸路が復活す ると

海洋国家の利点は失われて くる

陸が もしも安全なら
シベ リアからアフ リカまでは陸路 と沿岸航海路だけで

充足する !
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日鄭和 の大航海

そのほか、構想には北極海航路 を含む。 中継点 と して

釧路の名が挙がる

●歴史評価

ユーラシア大陸という陸路
これが機能 していれば海は従

古代 シルクロー ドの時代
元の世界帝回の時代
地 中海貿易時代

陸は機能 しな くな ってゆ く
オスマ ン帝国

陸を迂回する戦略
海洋国家の拾頭

スペイ ン

ポル トガル
オランダ
イギ リス
そ して アメ リカ

太平洋の「 発見」

日本の鎖国が破 られる

極東の「 地の利」が失われ、世界で指折 りのフ リク
ショナルな場所 に位置づけがかわる

そ こか ら東



イギ リスと日本の周
アメ リカのアメ リカ

という流れはおそら
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いてきたが、米国が太平洋をはさんでのパー トナーと
して希求 してきた「 真の対象」は中国であろう
日本は補助に格下げされる可能性が高 いと予想 される
もちろん米国の「 スーパー・ ハ ヮー」 も低下 しつつあ
る

日本は「 ユーラシア大陸新秩序」 に組み込 まれるかた
ちで生 き延びる可能性 を検討 した方が よい

にこだわ って中国や ロシアを警戒する軍事 コ
の国 にはまかなえないだろう

日英同盟が終わ ったときのように
多国間の均衡路線 にシフ トし
ロシア、中国、 アメ リカと等距離的にふ るまい
たとえば釧路 にロシア軍の駐留を、南 日本 に中国軍の
駐留を認めるようなことさえも
中長期的には考えてみた方が、今後の 日本の生 き残 り
に資するということはないか

まさか江戸時代 に戻 つて鎖国 というわけにも…

0ア ジアは「 足」である ?

古満洲語ではお金をアシという。
似た言葉 はアルタイ語族系にみられ、それがアジアの
語源ではないか。

と、戦前の「擬似言語学」では言われたことが ある。

つま り騎馬民族・ 遊牧民族の使 うお金のや りと りにつ

撼再写写斎研え≧兵畳蜜昌導姦警ごa?ヒ 乙
ジアが陸

「 ―帯―路」 はこの意味での「 アジア」のひとつの完
成構想であ り、阻害要因が低減 してきたいま、「 未完
のアジア」がついに完成 ということはあ りうる

かつての「 未来学」 の構想 したようにベー リング海峡

横断鉄道・ 自動車専用道路でユーランアとアメ リカを

結べば、話 は少 し変わ つて くるけれ ど

0日 本の未来

かつて元の時代には専守防衛 鎖国的

明の時代 には明の笹界貿易体制 に組み込 まれる

日本 はまだ冷戦 !   世界史か らずれている

北朝鮮問題

米国相手の臨戦国家 と して存続する北朝鮮 と

暴森同署魯原掻言笹猛R尋棄昌を自国の存立の理由
とする
アメ リカが引 く可能性に両国 とも恐怖を感 じている

相手 に し続 けてもらえるようにただいま金力をお、リ

しば っている

その点でも 2回 は相似 している

「 冷戦の継続」 によつてずれている状態が無事補正 さ

れて世界史 (と いうよ りもユーランア大陸史)の ペー

スに追 いつ くとすれば

冷戦ぬきで世界史がデザイ ンされなおせば

日米同盟 は米中同盟の代替物なので修正 されるだろう

したが って 日米か 日中かという選択肢 に日本が悩んで

も相手国 に同等の重みがない

日本の経済規模は相変わらず世界有数だが、無資源国

なのでその安定的・ 発展的継続性 は脆弱であ り、 自国

の丈 を見違えてはまずい

戦後 日米同盟 は軍事的 9政治的同盟 としては「 防共同

盟」
防 ぐ「 共」がな くなれば、継続の必然性は薄 まる

とっくに薄 まっているはずが、経済 と北朝鮮のせいで

続 くのが当た り前 といささか「 錯覚」 している点が

あるのではないか

日米 は経済的パー トナーと してまことに深い関係 を築

盟
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